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’おわりに

「は　じめに

　明治9年3月22日から翌10年1月10日ま

で，時の文部省を指揮した田中不二麿・文

部大輔は米国に出張した。米国建国百年記

念フィラデルフィア博覧会への出席が目的

である。その時の出張報告書が「米国百年

期博覧会教育報告」（文部省　明治10．1）

で，アメリカの教育事情と些に，，図書館の

実状を初めて本格的に紹介したもの（1）とし

て名高い。．”幽
　ところで建国百年祭のあった1876年前，

同時にアメリカ図書館史上，画期的な年で

もあった。アメリカ図書館協会（American

Library　Association略称A：LA）の発足，

機関誌American　Library　Journa1（翌年9

’月Library　Journa1と改称）の刊行，内務

省教育局による最：初の図書館白書（Public

libraries’．ip　the　United　States　of　Ame－

rica；　their　his．tory，　condition，　and　ma－

nagement．　Special　report．　Washington，

U．S．　Bureau　of　Education，　1876，　2　v．）’

の編纂刊行，．メルヴィルpデュィ（Melvil

Dewey）ゐ「十進分類法」の刊行などがそ

れで，今日に至るまで大きな影響力を持つ

画期的な成果が一度に産み出された。マサ

・チュセッツ州ウースター公共図書館（Free

Pqblic　Library　of　Worcestor）館長サミ

ュエル・グリーン（Samuel　Swett　Green，’

1837－1918）が，図書館による利舟者トの組’

織的な人的援助を提唱（2）したのもこの年の

ことであった。

　小論の目的はレファレンス・サーヴィス

発生の前提となった19世紀中葉のアメリカ

を，経済・社会的側面から考察することで

ある。その際併せで，時代の魁となったボ

ストン公共図書館をその対象とした。．

1’．’19世紀後半のアメリカ

　アメリカ合衆国憲法第1条第8項は議会

に，「科学の進歩と有用なる技芸を振興す

る」権限を与えている。しかし教育文化政

策の実行者は州政府，．地方自治体にある，

との見解が一般的であった。為に連邦政府
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自身によるその具体的施策はかなり遅れる

こととなった。図書館政策もその例外では

ない6’ O述した田中不二麿の「教育報告」

が言う如く，連邦政府が各州学校法の不統

一を反省，教育統計，教育年報等の編纂を、、

　自的として，内務省内に教育局（Bureau・

of　Education）を設置したのは，1867年に

なってからのことである（3）。その結果初め

てアメリカ全土の学校数，就学生徒数が判

明，多大の成果を収めた。公教育を補足す

るものとして理解されていた図書館も，当、

然教育局の対象となり，全国図書館調査報

告は前述の図書館白書の中に収鍮フィラ

ヅルフ≧ア博覧会に提出された・

　　とこ：ちで18世紀後半・イギリスで始まっ

た産業革命は各国に大きな影響を与えた

が，ここアメリカでは，1810年代二［ユーイ、

　ソグランドの木綿工業を中心に開始した。．

やがて二．z　rヨーク，ペンシルベニアなど

中部大西洋毒虫州，オハイオなど中西部面

　州の鉄鋼業に波及拡大し，50～qo年代に完

了した。光かし19世紀前半の産業革命の中

心は，“北東部，いわゆる東蔀上州にほぼ限

定されていた（4）。1825年ニューヨーク州の

エリー運河が開通，運河沿いのバッファロ

、一
Cシラキュースなどの新興都市否発展，

併せてマサチュセッツ州を中心とするニュ

・一 Cングラン．ド地方が飛躍的発展を遂げ

1た。，この運河時代から30年代以降の鉄道時

代の開幕で，アパラチア山脈以西の中部地

域が東部磁歪と庫接結び付くこととなる。

繊維工業を中心とした消費財生産部門と，

鉄・機械など生産財生産部門を抱え為東部

に，大きな市場を開放する結果となった。’

　その為40年代東部の人口集中と都市化現象

は，目をみはるものがあっだ6因に1840年

’の’＝・a一イングランドが産出した綿製品

　は，全国生産額4，600万ドル中70パーセン

トを占め，これにニューヨーク，ペンシル

ベニア両州を加えると，東都蘇州は全国り

実に88パーセントに達する（5）。

　1850年以降，鉄道の西部延長に伴い人口．

は拡散，ミシシッピー流域の開発が進展す

る。為に都市化現象は若干緩和したもの

の，次の60年代と80年代は，40年代に次ぐ

都市化の波が渡来する170年代は73年の経

済恐慌とその後の景気停滞により，一時的

現象ではあったが農村人口が回復した（6）。

　都市人口の伸びは著しく，60年代に入る

とまもなく20パーセント，80年忌30パーセ1t

ント，それぞれ総人口中占めるに至る。農

村人口を凌駕したのは，恐らく1910年代

末（7）のことと思われる。農村を中核とした

アメリカ社会が，南北戦争（1861～65）以

後都市中心の社会に変容，ここに都市独自’

の機能を持つ文化・社会的組織の誕生が見「

られるに至った。公共図書館設立が19世紀

後半に始まbたφほ，上述の如くアメリ’力

資本主義の急速な発展，工業化社会への脱

皮と都市の発達を受けてのことである。そ

の中でいわゆる東部，就中マサチュセッッ

州め占める地位は，また極めて重要なもの

がある。

2．　19世紀後半のアメリカの図書館

　1865年南北戦争が終わり失職したジョゼ

フ・ビューリッツァー（Joseph　・Pulitzer，

1847－1911）が，，中西部ミズーリ州セット「

ルイスにやって来た。このハンガリー生れ

のユダヤ系ドイツ人が7ドイ．ツ系移民の多

く住むこの都市で，’新聞王となるべく泊己

研修の場に利用したのが，セントルイス商

業図書館（1846年創立，当時約15，000冊

所蔵）である（1）。商業図書館は会員制で，’
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第1表　アメリカの図書館（所蔵冊数1，000冊以上）

全 国
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1880センサス
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339］　4，276，894
（9）1　一　（14）

25－41　1，341，708
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1981　r　1，　593，　041

（5）1　（5）

7，　597，　197

　　（15）

8，　919，　371

　　（18）

1，　767，　697

　　（4）

＊　ワシントン・コロンビア地区を含む。

＊＊端数は4捨5入による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1875は米国図書館白書p．793～96から算出。　　　　　　　　　　　　　　・　”

1885と189．1はU．S．　Bureau　of　Education：S‡atistics　of　public　Iibraries　in　the　U．S．　and

Canada．　Washington；1893．　p．9～10，12から算出。

1875年当時，入会金2ドル，年会ew　3ド’

ル，閲覧鳴鏑は午前10時（夏は9時）から

午後10時までだった（日曜開館の開始は

1872年）。

49世紀中葉から，公共，学校；教会；職

工，商業，大学，アセニアム（文芸学術協

会）など各種の図書館ぷ一斉に花開いた

が1全国の実態が明らかになったのは，前

述の如く．1867年の教育十寸置とそれによる

調査以鋒である。先ず最初の図書館調査が

あった1875年について，85年と91年調査を

対比しながら眺めてみたい（第1表）。

　この表で見ると，最先進地域の東北部の

比重が人口に比して大ぎく，全米比図書館

数，所蔵冊数ともに半数強を占めているこ
　　　　　　　　ド　　ド
と，イリノイ，オハイオなどを抱える北部

中央部三州の図書館数，所蔵冊数は東部諸

州の減少傾向と逆に，その分増大しつつあ

ること，南部三州は大西洋岸，．中央部を含

めて停滞ゴもしくは減少気味，西部（含・

3

山岳地帯）加州は：・カリアォルニア州の躍

進で若干増加傾向が窺えること，などがわ．

かる。若干低下しつつあるとは言え，東部

諸州の蓄積が巨大で，その政治経済力が図

、書館数，蔵書量にも大きく反映している’。

また北部中央部三州の躍進ぶりは，南部三

州と極めて対照的で，当時の人口移動とそ

れに対応したシカゴ，セントルイス，クリ

ーブランドなど大都市の急成長，経済，文

化など各方面での活発な活動と軌を一にし

ている。

　次匠1875年図書館白書に収録された，

500冊以上所蔵する2，958館㈲と．，報告書を

提出した3，682館中，創立年めはっきりし

ている3，000館③に？いて，．地域別に眺め

てみる（第2表）。

　表によると，1875年時点に存在する図書

館のうち，実に75パーセント（2，240館）

が50～75年に，18パー一｛1ント（551館〉が

25～50年にジ6パLセント（179館）が1800

、
～
」
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第2表　アメリ．カの図書館と創立年代く1875年現在）
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④　所蔵冊数500冊以上の図書館

　・米国図書館自書，P・793～96

，⑬同　　上　　書P・779（，91

～25年に設立，建国初期の1775～1800年が

わずか1パーセントを占φるのみである。

つまり1850年以降に各種の図書館が急速に

普及したことを明示する6特に1825年開通

したエリー運河で，北部中央部がニューヨ

｝クなど中部大西洋岸諸州と結合，共に大一

発展したこと，南部大西洋岸高州の中，ワ
　　　　ァ　　　　　ラ
シソトン・コ台ンビナ地区，メリーランド

の伸長が著しいこと，1848年カリフォルニ

ア州のゴ「ルド・ラッジュが示す女口く，人

口移動で西部が大変貌を遂げつつあった

が，未だ19世紀は比重が小さいこと，が看，

取される。．成長著しい中部大西洋岸浮州や

・北部中央部朝州に対し，やや停滞気味のニ

ューイングランドが所蔵冊数：では伝統の力

か，ほ底匹敵していたこともわかる。『

3．マサチュセッツ州の社会と教育

　明治9年（1876）フィラデルフィア博覧

会に丁丁レた田中不二麿は，明治4～6年

にも文部省理事官として，岩倉特命全権大

使一行と共に渡米した。当時マサチュセッ

ツ州にあり，アマスト大学卒業後同州アン

ドーヴァー神学校在学申の新島裏は，明治

5年（1872）3，月ワシントンで田中に面会，

噛以後米国，欧州の教育事情視察に従い，彼

の復命書草案の執筆まで手伝った（9）。

　因に新島はマサチどセッツ州に1865年か

ら74年牽で滞在したが，その頃の三州日本．

人居住者を同店センサス（1875），全米ゼン

サス（1870，1880）で見ると次の如くであ

る。1870年（明治3年）と75年目同8年》

は10名，80年（同13年）は8名：で（10），主に

ハーヴァード大学，アマスト大学などへの

留学生である（11）。これは教育先進地として

同州が日本人に強く認識されていたことの

，証左であろう』

　ところで図書館設置の前提には，教育，

それも普通教育の普及が必要である。読者

は識字率向上があって初めて可能となるか

らだ。全米で最も早く就学義務が掌三三さ

れたのがマサチュセッツ州で，1852年，奇
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第3表　マサチュセッツ州の文盲率　（1875年）

マサチュセッツ州 ボ　　ス　　ト　ン ウ ス　　タ　一

心：　人　　口 1，　651，　912 341，　919 ，　49，　317

文　　　盲

　（％）

104，　513

　（6．　3）

25，　215

（7．　4）

4，　250

（8．　6）

、米国・生1 1，　233，　008 211，　552 35，　955　i

文　　盲
（％〉一

”12，　150’

　（1．　0）

1，　569

（O．　7）

　336
（O．　9）

外国・生i， 418，　904 117，　005 13，　362

文　　　盲

　（％）

92，　363

（22．　0）

23，　646・

（20．　2）

3，　914

（29．　3）

（Census　of　Mass．　1875，　v．　1，　p．　273tv84，　645t－v67）

但し，比率計算は筆者

くもポスト1公共図書館発足と同年のこと

であった。60年代は，首都ワシントンとヴ

ァーモント州が続き，7Q年代た14州，80年

代10州，90年代7州，’ ﾅ後まで残されたハ

ワイや南部三州に波及したのは今世紀のこ

とに属する。．

　一一t方公立ハイスクール設置もマサチュセ

ッツ州が最初で，’いわゆる「？サチ』セッ

ツ1827年法」制定に始まる。これより先，

既に1821年ずストン・イングリッシ置・ハ

イスクールが，24年にはウ戸スター（ボス

トンの西60キロメートルにある都市）に公

立ハイスク・一一・ルが誕生した。一般に70～90

年は公立ハイスク・一一・ルの成長発展期で，以

後それが支配下となった。

　もっとも公立学校の生徒出席率は余り向

上せず，マサチュセッツ州でも5～15歳の

それは50パーセント強，1876年で657R　・一セ

ント程度に過ぎない。義務教育の実施状況

は東部が最も良く；「中部がこれに次ぎ，南

部が最も遅れている（12）。先に挙げた図書館

設置数，所蔵冊数の統計に極めてよく符合

する。

　ところで三州の事情について，明治9年1

5

（1876）の田中「教育報告」　（巻1

では次の如く伝える。

16丁）

　　　　　　　　モノノ
本州ハ土地甚三二カラス。人口纏カニi65

万1912人ナレトモ，中小学二在ル生徒30

万6776名。其外2箇ノ専門諸科六学校，．

7箇ノ大学校，・6箇ノ，師範学校又ハ夜学

校，三訂二院改良院私塾等二三ル

者数回ヲ以テ数へ，全州中学二二カサル

・者甚三三ナリ。其教育ノ盛ンナル，米国

中推テ第一トヌ：。

　今ここで，マサチュセッツ州の文化水準

を文盲の対人口比で眺めてみる。これに州

都で代表的文化都市ポスト　“7，及び最初の

レフブレンス・ワーク提唱者グリーン館長

の居たウースターの零市を参考に挙げる

（第3表）。

　上記の表で言う文盲とは，読むこと，書

くことのどちらか，又は共に出来ない者を’

指す。マサチュセッツ州の文盲を1880年の

全米センサスで見ると（13），10歳以上で文字

、の読めない者が5・3・・rセント（全米平均

13．4パーセント），書：けない者6．5パ一三

x



ソト（同17．0パーセント），21歳以上の白

湯で書けない者7．8パーセント（同9．4パー

セシb）と比率は低く，教育水準は上位グ

ループに属する。州人口165万人のうち42

万人と、，25パーセントを占める外国移民・

で，読み書き能力を欠く者が，実に22パー

セントを占める。さすがに教育州だげあっ

て，アメリカ生まれのそれは1パーセント

と少ない。そこで移民の母国を観察したの

が第4表である・

　表で見ると，アイルランド移民が移民総

数た占める比率は42万人中23万人強，約

『56パーセントと，最大の比重を持つ。う「ち

30・しセント近くが，英語の読み書き倉旨

力を欠くこと，男性に比べ女性のそれが大

きく劣ることも特徴的である。アイルラン

ドからの大量移民は，有名な1840年代の馬

　　　　　　　　第4表

鈴薯凶作による大田健が直接の三三とな？

た。1847年から54年の8年間，アイルラ’ン

ドだけで約120万もの移民が渡米してい

る。因に40年代の欧州移民は140万人弱，

50年代260万人強である（14）。かかる移民の

、同化政策の中で，教育の果たす役割は極め

て大きい。．学校教育，それも公立学校の設

置による無償強制教育制度の普及が，前述

の如くこの頃から始まったのも故なしとし

ない。同時に無償の公立図書館設置運動が

これk付随する形で起ったのも，このよう

な背景の下で十分理解でぎよう。その意味

でアメリカ最初の本格的な無償公共図書館

である（15），ボストン公共図書館（Boston

Public：Librafy）の設立の経緯をここで見

てみたい。

マサチュセッツ州移民の文盲と主要出生地　（1875年）

出 生 地

イ　ソ　グ　ラ　ソ　ド

アイルランド

スコッ　トラソド

ウ＼エ　一　ル　ズ

カ　　　ーナ　　　ーダ

フ　　ラ　　ソ　　ス

ド イ ツ

（男）移民数（女） （男）文盲（％）（女）

49，　139 2，　884（　5．　9）

2s，36s　1 23，771　1 g67（　3．s）　1
1，　917（　8．　1）

234，　556 67，　164（28．　6）

』・・3，・・gll・・，・37レ23・523（22・・）1 43，　641（33．　3）

12，　816 486（　3．8）

6，323　1 6，　493　1 ・12g（　2．o）　，1
357（　5．　5）

596 33（　5．5）

，is　1 一，，i　1 15（　4．8）　1
18（　6．　4）

86，　022 17，　537（20．　4）

3g，　sso　1 46，　142　1
8，　546（21．　4）

　　　　1

8，　991（19．　5）

2，　229 179（　8．0）

1，346　1 ，s3　1 go（　6・・7）　1’
89（10．　0）

17，　539 658（　3．8）

郷1
7，　621　1 237，（　2．4）　1

421（　5．5）

（Census　of　Mass．　1875，　v．　li　p．　339，　667）

但し，・比率計算は筆者・

一一一　6



4．ボストン公共図書館

　‡848年3月18日マサチュセジツ州議会

は，・「ボストン市の公共図書館設立と1そ

の維持運営に年5，000ドルを限度とする財’

政支出」を承認する，との法律案を議決し

た。これを受けてボストン市議会は，翌4

月3日本法律の採択を決議する。因にアメ

リカで，その自治体が図書館設置に，税の

使用を許可する法律を制定したのは，ニュ

ーハンプシャー州が最初である（1849年）。

またマサチュセッゾ州がこれに遅れること

22か月で，州内の全自治体に設置許可法を

制定する（1851年）。、

　ところでポストγ公共図書館は，フラン・

スの腹話術師で俳優のヴァトマノレ（Nicho－

1as　Marie　Alexandre　Vattemare）が，41

年4月ボストンを訪問，ボストン・パリ間

の資料の国際交換を申し入れ，その受入れ

機関とUて公共図書館設立を提唱したこど

に始まる。事実，設立後の49年4月，早速

ヴァトマルを通じてパリ市から，統計資料

を中心とした図書の寄贈を受けた（16）。

　54年3月20日同誌は，時の市長シーヴァ

ー（Benjamin　Seaver）の尽力で開館，同年

5月2日館外貸出を開始した。当時のデー

タを見ると1この5月から5、か月半の間に，

登i三者数6，590名，館外貸出35，389冊，紛失

図書1冊との報告がある（1？）。因に1850年

全米センサスによると，ボストン市の人口

136，881人，60年同センサスで177，840人。

従って二二登録二丁は全住民の約5パrセ

ントと言うことになる（18）。

　これより先，当時のボストン市長ビゲロ

…L iJohn　P．　Bigelow）は，エドワード・

エヴァレット（後述）から一つの書簡（1850

年8月7日付）を受け取った。その中でエ

ヴァレットぽ，1825年から10年間の連邦下

7

院議員，’それに続く州知事在任中集めた公

文書約1，000冊の寄贈を申し入れ，更に次’

の如く述べる。’

　　　　　よそもの
　「図書館ほ他者が見物する名所や，怠け

者の休憩場所であってはなりません。むし

ろ精神向上を熱心に望む男女の静かな避難

所であるべきです。之のような図書館こ

そ，ずストン繁栄の基となる公宴育制度完

成に貢献するでありましょう」（ユ9）

　更に彼は寄贈を申し出たコレクション目

録に添え，琴約次の如き書簡を市長に宛て，

た（51年6月．7日付）（20）。

　ボストン市の教育予算はヨーロッパの

同規模の都市に比べて遜色がないこと，

この崩れた初等教育の成果も事後の対策

が伴わねば効果が半減すること，自発的

な学習・調査に必要な図書の提供が望ま

．しいこと，かくして図書を通じて時代，

国を越えて秀れた先人の思想に接し，自

己の啓発に役立つこと

などを力説，これに続けてかく言う。

　学校教育終了後の，広義の教育を担う

図書館のような公共施設を持たないこと

は，我ボストンの恥辱ではありますまい

か。青年の職業が何であれ，関心ある主

題の調査に必要な図書を，r体どこで利

用できましょうか。厳密な意味で公共図

書館がこのボストンにはありません。勿

論ボストン・アセニアム（文芸学術協会）

その他会員組織の図書館は存在します。

しかし本を買うゆとりのない大多数の青

年にとりましては，無縁のものでありま

す。’

　この意味で，芸術，科学の各分野の図

書を備え，広く市民に対して相談や研究



の高めに門戸を四六時中開けて置く，そ

のような公共図書館が是非とも必要であ

ります。ぞうすれば，．私達。すばらしい

公教育制度を完全なものにする上でも，

且つまた現在在学中には存在しても，・卒

業後は消滅し1てしまう知識獲得の特権の・

平等性を，生涯にわたり，ある程度保持，

して行く上で効果を挙げ得ると思し．・回

す。

　このようにエヴァレットは，社会教育機

関としての公共図書館の役割，・就中学校教，

育終了後の静層暉大軸心課し’ ｩ
己啓発と自発的学習の場としての図書館に

注目した。かくしてでぎたずストン公共図’

書館は，1852年10月市議会が承認し1た同館

管理規則により運営された。実際の管理運

営は理事会（Board　gf　Trustees）が当た

り，エヴァレッ．トが理事長に就任した。彼

と共に選ばれた市民代表の理事は次の4人

である。ジョージ・ティクノア，前市長ビ』

ゲロー，医者で郷土史家（のち市長とな

る）1シャートレフ（Nathaniel；B・．＄hurt一『

leff，1810－74），文化人で座談の名手アプ

ルトy，　（Thomas　G．　ApPleton，1812－84）’

　　　ど
である。ここで特に館創立の中心人物エヴ

ァレヅト乏ティクノアについて，簡単にそ

、の人物を紹介しょう。『・

5．エドワ“s－tド・エヴァレット（Edward

　　Everett，　1794．　4－1865．　1）’

　彼は1794年4月11日，マサチ、ユセッツ州’

ドーチェスタ■・一一（1869年ボズトンに合併）

で牧師の家に生まれた。1811年ハーヴァー

ド、・カレッジを最年少ながら首席で卒業。

．14年同大二神学部を終えた後，当時ポスト’

ンで最も勢力の南つたブラトル街教会牧師

に招かれた。翌年母校が新設したギリシア

文学教授に招請され，欧州研修に出発。17

年アメリカ人として初めて，ドイツのゲッ

チンゲン大学から学位を授与され，更に2

年間の旅行を経て19年教壇に立つ。傍ら当

時アメリカ・ナショナリズムの象徴的存，

在回った，ノー一一一ス。アメリカン・レヴュ，一

誌，（1815年創刊）編集長として活躍。『22年

ボストンの大富豪ブルックス（Peter　C．・

’　Brooks）の娘を妻に迎え，経済的基盤を固

めた。なお南北戦争時，駐英公使としてイ・

ギリ’スの外交的中立確保に貢献しtg外交官

チャールズ・アダムズ（彼の祖父は第2代，

父は第6代の邪思統領）は義弟に当たる。

　ところでアメリカ・ルネッサンス最大の

思想家ラルブ・ウォルドー・エマゾン

（Ralph　Waldo　E1：【1erson，1803－82）は，

徐の著作の中で次の如く言う。　　　　一

　　「師エヴァレヅトはヨ」ロッパ，就中ド

　イツの当れた学問的成果を祖国にもたら、

　レ，その豊かな学殖！ま青年達を魅了し，，

　アテネのペリクレスに比せられた。また

　端正な容姿と雄弁は比類無く，彼の語る．

　言葉はそのまま当時の二・a・一イングラツ

　ドの流行となった」と（21）。

　下め自然に備わった演技力，洗錬された

言葉，音楽的な声の調子，いずれも聴衆を

引き付けずにはおかなかった。24年8月一

ーヴァーFで，独立戦争を助けたラファイ’

エッ．トを前に行った名演説は，以後中央政

界で活躍する契機となった程だ。最も有名

な夫演説は1863年のゲッティスバーグでの

それで，後に続く歴史的なリンカγの演説

がその為影を薄くした，と言われる（22）。

　アメリカの義務教育制度の先駆となbた

のは前述の如く，1852年マサチュセッツ州「』
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義務教育法である。．これは公教育運動の強、

力な指導者ホレ■・一・・ス・マン（Horac6　Manh，

1796－1859）の努力によるq州知事（1836

ん39）として全米に先がけて最：初の州教育

委員会を創設，その彼を初代教育長に招い

たのが外ならぬ午ヴァレットであった。

　その後エヴァレットは駐英全権公使，ハ

ーヴァード大学総長を経て，52年12月から

翌年3月までホイッグ党出身大統領ミラー

ド・フィルモアの下で国務長官を勤めた。

これは友人で北部の大政治家ダニエル・ウ

pブスタ　一一（Daniel　Webster，1782－1852）’

g）後を襲ったものである。次いで上院議員

となり，1860年置は立憲統一党の副大統領

・候補に指名された。結局彼は義弟チャrル

ズ・アダムズの言う「女性的な臆病」の為’

政治経済的背景之恵まれ親友ウェブスター

の後継者と目されていたにも拘らず，1南北

戦争期の怒濤に呑み込まれてしまう。穏健

な反奴隷主義者の彼は｝戦争中は合衆国

．統一を訴えて北部地域の遊説に活躍した
が（23）。

　ボストン公共図書館理事長に在職した

1852年忌ら64年は，晩年4）58歳から70歳の

時に当たり，奴隷制度をめぐる南北対立の，

中で，比較的短期の中央政界での活躍をは

さんだ時期と言える。その際かつてのホレ・
』『

黹X・マンの任命に見られる如く，公教育

の普及に理解を示し，公共図書館の社会的

役割を高く評価し（いたことは，先の50年．

8月の市長宛書簡にも充分窺えよう。

6・ジヨ「ジ・ティクノア（George

　　Ticknor，　1791．　8－1871．　1）

　「公共図書館は公教育制度を完全なもの

とする上で力を発揮しよう」との見解は1

1852．年1月1回忌ストン市議会提出の公共．

図書館合同常任委員会　（Joint　Standing

C・rP・pittee・n中εP・bli・’Lib・a・y＞報告

にも見られる。その中で，アイルランドを

’中心とする移民労働者の大量：の流入，それ

も道徳，教養に劣る住民の増加，「無知の

流入」に対する処方箋が求められている。

そみ為の大衆教育の重要な機関として，全

住民を対象とする図書館の設立を勧告す

，る（24）。1875年当時のデー衣であるが，マサ

・チュセッツ州アイルランド移民の文盲率

は，約39つ一せシト（第4表参照）ζ外国

生まれの住民では群を抜く。因に1960年セ

ンサスによると，同州人口約5’i5万人，同年

のアイルランド系を中心とするカトリック

教徒261．．　5万人，（World　Al蜘nac　1962），

州人口中51つ一セントと，全米比率22パー

セントを大幅に上回っている（25）。

　40年代のアイルランド食糧危機による新

移昆アイルランド人のアメリカ社会への同

化問題は，当時のボストン社会の重大関心

事であった。それだけにティクノアは積極

的に図書館の大衆化を押し進め，道徳若く

は知的レ！ミルの向上に有効な話題作は，多

数の人々が同時に利用出来るよう，複本を・

購入すべきこどを主唱した。彼の公共図書

館観は，友人エヴァレットの協力を得て作

成した市議会への報告書（26）（1852年7月6

日提出）によく反映している6

　まず図書館設置理由としてゴボストン市

の教育制度上必須の機関であること，図書

の利用を通して公立学校教育を補足するこ

と，更に卒業後も知識獲得に努める上で特

に必要なζと，公費負担による無料公開認

め公共図書館（27）が是非とも必要で，その

結果初めて広く一般利用が可能どなるこど

等，公共図書館の原点を明快に説き，その

後の図書館思想に大きな影響を与えた。
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　　ところでジョージ・ティクノアは，教師

　を父母に持ち，一人息子としてその愛情を

　独占した。10歳になる前にダートマス大学

　入学資格を得た程の神童であった。i807年

　16歳で同大学を卒業（因にダニエル・ウェ

　’ブスターも同窓），直ちに法曹界に身を投

　じた。後転じて欧州に留学（1815），ハニヴ

　ァード大学言語・文学（フランス・スペイ

　『ン担当ン教授に招かれヂ19年奉職する’。当

　時『’一団ッパは，ナポヒオン戦争後の，比

　較的平和で保守的雰翻気にあったが，その

　中之あって彼は，フンボルト，ゲーテ，バ

　イロン，ス、コット，ワrズワース，、シャト

　・一ブリアン，スタール夫人など広く学界，噛

’文学界め名士と交わった。

　　エヴァレッ』トとは留学途上運命的出合い

　をし忽ち意気投合，以後長く行動を共にす

　ることになった。18世紀以来ドイツ学界で

　指導的位置を占めるゲッチンゲン大学た

　も，同時期留学した。

　　ハーヴァごド大学教授時代，旧態依然た

　る教授法に失望，各種の改革た乗り「出す。

’ガレッジ制を学科主体に再編成することも・

　その一つで，妻の甥で総長チャールズ・エ

　リオットの支援を得て推進した。大学が地

9域社会教育にもっと積極的に対応すべし，

　との見解もその頃抱いたものであろう。．

　1835年大学を辞任し著述に専念，、ついに49

　年＄巻から成るスペイシ文学史（History

　gf　Spanish　literaturg）を完成，以後の人

　生はこの補訂に捧げることになる。本書は

　内外から好評を得，スペイン，下イツ，フ

　ランス各国でも翻訳された。

　　50年5月「緋文字」の作者ナサニエル・

ホーン｝γ（Nath・・i・1　H・wth・m・，1804

，r64）が，ボストン・アセニアムの館長フ

ーオルサみ（Charles　Folsom，1794－1872）

　の案内で，ボストンの一等鞄にある豪邸に

彼を訪ねた。その時の印象を一ド種の畏敬の

念を以って日記に記している㈱）。公共の建

築物に遜色のない大邸宅に住む，ボストン

　の誇る大蔵書家（29）、として，．ティクノアの

　名はつとに有名であった。、

　　これより先，彼はボストン・アセニァム

　の理事として，ボストン市内の全図書館を

統合し，全住民が自由に閲覧できる体制を

つくるよう提案している。1826年2月2日

付ダニエル・ウェブスター宛書簡にも，以

前留学したゲッチンゲン大学の例を引い

て，上記の事を主張する（30）。時あたかも二

，ユ鵡でングランドを中心に文化講演会が盛『

んで，特に1830年から50年にかけて，．その

傾向が著しかった（31）。思想家エマソン，イ

ギリスの小説家ディケンズ（42年訪米）や

サッカ’ 戟[（52年訪米），奴隷廃止蓮動家

ガリソンなども，その講師として多数の聴

衆を集めた。

　ティクノアの教育への関心は父に由来す

る。彼の父は同じダートマス大学を卒業

《1783）後教育に従事，のち実業界に転進

（1795），産をなした。その間も教育問題に

積極的関心を示し，手805年には7歳未満の

児童を対象とする無償学校を設置，経済的

理由で初等教育すら受けられない家庭にも

教育機会を与えようとした。文盲の減少も

その重：要なねらいだった。そのような努力

の結果，18年最初の小学棟をボスFン（当
　　タウン
時は町，22年市制施行）は設置するに至
る（32）。

　19世紀アメノリカの学術・文化都市ポスト

γを指導したのは，’ボストン・アセニアム

を牙城とする文化人グループであった。疲

等ぽ同時に，ノース・アメリカン・レヴュ

ー誌（エヴァヒ平トの項参照）の同人達で

もある。その頂点にあるのがデォ・クノアと

エヴァレットで，．両者共に富裕な実業家を

一10一



義父に持ち，各種の文化・教育活動を続け

る経済的ゆとりを持ち合わせていた。教育

経歴が共通する蔦とは舞に触れた如くであ

るρ唯，il後者が中央政界に出て活躍したの

に対し，前者が終始ボストンに居を構え，

文化・教育面の活動に従事した点が異なる

が。

　公共図書館の設立も，ある意味で，移民

など新市民激増によ’驍ｻれまでの安定した

社会の崩壊，あるいは質の低下を恐れた市

民上層部の本能的防禦策とも理解できよ

う。同時にそれまでは国内出版物も少なく，

出版資料を必要とする特定の資産家，グル

ープが主としてヨーロッパから入手する程

度で間に合っていた。しかしアメリカ独自

の文化が発達，同時に出版文化が繁栄して

来るに伴い，個人や特定グ々一プの手に余

るようになり，公共図書館をつくりその組

織的対応を余儀なくさせたのだ，とも言え

る。、ここで19世紀前半期の出版点数を，小

説について見ると，次の如くである。

第5表’ア・メリカ小説出版統計（i770～

　　　1850）（単位　タイトル数）

・　290

代に比べ4．6倍増，30年代は前期比2，3倍，

40年代は前期比2．6倍それぞれ増加，読書

階層め拡充力朝野に窺える．ボストンを始

め，二＝．一一イングランド地方の図書館普及

もかかる背景の下で理解できる。

1830”一39

1840”v49

おわりに

1770tv79

1780”一89

1790”v99

1800－09

・　1810”一19

1820－29

1

3

33

25

28

128

1850　．

刊年不明

合　　計

765

90

14

．　1，　377

（A　statistical・survey　of　American　fiction，

1774一’P850，　by　L．H．　Wright）（33）

　この表で見ると，小説と言う特定分野で

あるが，建国以来ほぼr貫して出版点数が

増大，経済的発展のみならず教育・文化の

向上に見合っている。その結果一般大衆の

最も需要がある文学，特に小説類の出版量

も当然増大する。特に1820年代は前の10年

　ボストン公共図書館長は，1852年エドワ

ード・ケーペン（Edward　Capen，1821．

10－1901．10）（34），がライブラリアンとして

任命され74年まで在職した。そ㊧間1858年

かち68年がジュエット（（⊇harles　C・Jewett，

1816．8－68．1）（35），更に同年から77年まで

ウィンザー（Justin　Winsor，1831．1－97．

10）⑳がそれぞれ特別に設けられたスーパ

ーインテンデント（Superintendent）の地

位に就き館長の職務を遂行，その間ケー

ペンは事実上閲覧担当主任の地位にあっ

た（37）。ジュェットは1853年ニュ　一一ヨ’・・一クで

開催されたアメリカ最初の図書館人大会

（Librarian，s　Convehtion）（38）に，スミソ

ニアン・インスチチューションの図書館長

として出席，国立図書館構想を展開，会議

をリードした。しかしスミソニアンの長官、

と対立，辞任，やがてボストン公共図書館’

のスーパーインテンデントに就任した。卒

中で倒れた後を1理事のウインザーが襲

う。1876年フィラデルフィア図書館大会で

結成されたア冬リカ図書館協会（ALA）初

代会長となり，ミルウォーキーの第8回大

会（1886）で，ウィリアム・プールltこ代わ’

るまでその地位にあった。

　1895年から99年同館長を勤めたバーーバー・・

トtバトナム　（Herbert　Putnam，『1861－

1955）が，議会図書館（LC）館長に招か

れ，’以後1939年まで在職した。今日の’LC・

一；　11　一
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の基礎を築いた入として有名である．いず

．れにレても以上の事実ほ，』旧館がアメリ’力

図書館界を常にりごドするものとして，・期

持され，・またそれに応えてきたことを示し

ているζ

　今日アメリカ大学図書館を中心に，全国

！ti（集整理計画（NPAC）pミあil，、LCが中・

心塗つ碓界中の主船寺物の収集に努・

めているが，弊館も積極的にこれに参加し

ている。PL　480中東プ直ジェクトにも参

・回し1中東諸国の出版図書資料を受け入れ・

ているが・大学図書館以外の機関と1して，

かが喬プロジェグトに汰っているのは，他

にr蒐7，ヨーク蓉共図書館’くらいで，その

点でも正しく学術図書館たるの性格を端な

くも明示するものと言えよう‘ Bこれはボス

トン公共図書館設立運動に加わったポスト

　　　　　ロン文化人達が，大衆⑱大学，つまり在会教

育機関として期待したピとに併せて，・文化

木の為の図書館，即ち研究調査図書館の機‘

．能を課したことが，今日見事に結実したも「

の，と言える。　‘「’、噛．

　史」P．232の「木綿工業の施域釣分布」で見
る．
ﾆ’　i・・一一イングランドが69％で，・ペンシ

　ル｛三アなど中部大西洋諸州を含めると実に

　92彩を占めるbなおマサチッセッツ州は全国

　の3分の1。’

（6）　Weber，　A．F．　：　The　growth　of　cities　in　the

19th　centgry．　lthaca，　’C6tnell　Unive；sity・’

Press，　1963，　（c．　1899）　p．　’24．　x

｛7）

、都市と農村の人口’』

　　（人口2，500以上）

都市　（％）：農村　（％）

1790　201，655　5．．1

1800　322，371　’　6．　1

1810　’T25，439　7．3

1820　・’　693，255　7．2

1830．　1，　127，　247　8．　8

1840　1，845，055　10．8．

1850．’・　3，　543，　716　・　15．　3

1860　6，216，518　19．8

1870　・　9，　902，　361　25．　7

．1880　14；　129，　735・　28．　2

1890　22，　106，　265　35．　1－

190q　，30f159，’921　39．’7

19．　IO　41，　998，，　932　45．一7

1920　54，　157，　973　51．　2

　　〉’M　．　，．　’　’．’　 　．’

@’@．r　’　．　．i930　’
C　68，　’
X54，，82　3，　．56．2

　（1）同書巻3，2・～26丁「書籍館」ゐ項．、　　194074・・423・・7・256・5
．（2）　．　Green）　Samuel　swett　：’Pgrsopal　．telalions　・　’　imi！9ti29L－12！iE50　’　96’　，49．7’　6．86　63・5

Y　bgtween　libraries　and　readers．．American　u．S．’Bureau　of　theJ651tlgllg一；iiig15ilE21isu　：　’st　r’ca

　　Libr．ary　」ouFnal　’1　（2　・’3）　Nov．　ls76，　p．　74一．　．　’　’　slqYistics　of　thf　Uel－tedl，Stqtes，．colohi一’

　　sl，・　・　・　，．　・　・’　’一’　al　ti；nes　to　1957．　Washington］　’D．c．，

　　　な細中不二麿と書灘の関係kついて’　1960…　；4’か酢成　t－t－1
　　．はジ拙稿丁東京書籍館の成立と田中不二麿」　　　　（8｝Noble，　Ifis：、世界の新聞王一ジョゼラ．ピ・

　　図書館と出版文化　弥吉光長先生喜寿記念論’圏∫　ユTリッツァー　アイリス・．ノーブル著　佐’

慧1（東∵97？噸～21蕗照さポ・蕪1鞍鵬5・魚川書店1「昭・

　（3｝同書巻・1・『8～9丁，但し「教育寮」とあ　一　・　図書館白書　P．977～81（所蔵冊数にっvl

　　り・　　　t1　’　．　　　　．て1ま．　Pr　766～67）・■　
』、1

（4）鈴木圭介翻アメリカ三四」．東芝三会　（・）「鼠鳴程」．（三縄明治・～・’珈
　　1980〈c’・．1972～．P・250・、　　　．　　　　’　　　複製版：「臨川書店　昭和49）

（5面面編「ア・・旧史」（細叫1咄灘・ゼ寸改訂属官晦先生詳鰭」〈同志芋麺
　　∫1976（・・’1969）P・139，’・…　　　　和34）P．69～85

　　　1160年の轡上掲の翼然力経済沼α叫r・鉢・・．…6・；と・m・一dl・・h・…画一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謡12一

　3Y　727，　559

　4，　986，　112

　6，　714，　422

　8，　945，　198

1手，’738芝773．、

15，　224，　398

19，．　6．48，　16Q

25，226，803’　’

’　28」一656，　OIOI

’36，　026，　048

40，　841，　449

45，　834，　654

49，　973，　334

511　552，　647

53，　820，　223

57，　245，　573

54，　229，　675

’　94．　9

93．　9

92．　7

92．　8

91．　2．

89．　2

84．　7

80．　2　，

74．　3

71」8

64．　9

60．3　一

54．　3

48．　8・

43．　8

43．　5

36．　5



　　．10th　census　（June　1，　1880）　Washingtbn，

　　・　Gov’t　Print．　Offr，　1883．．　pt．　1）　p．　354．

　　　MaSsachusetts．．　Bureau　of　Statistics　of

　　．Labor：The．　census　of卑［a，sac与usett『ユ875．

　　Bostpn，　1876．　v．　li　p．　334．

　⑭　　「男爵目三田三太郎⊥（故犀輩田男爵伝記編．

　築三旧刊．昭和13）．．P・126　V・は，明治．3年10

　　月当時ボストンCC｝留学生として，佐土原三三．

　．．子島津又之進　薩藩吉田彦麿，佐土原藩平山．

　　太郎，熊本藩林源助頼同三津田亀太郎，筑前‘

　　藩井上六三廊，．向藩本間Pt一一：郎の7名が挙ら

　　ている（西村正守氏の教示による）。なお渡辺’

　　案「近代日奉海外留学生史」，上（講談社』昭、

　　和52）．p．、251．にも同様6う記述がある。．

　㈱　世界教育史研究会干世界教育史大系17（ア

　　メリカ教育史1）」．（講談社：．昭和50）．p．．154．

　　t一一230．．　’　

　圖　同書pt．2；．．　P．1645，49．

．（14）　U．S．　Burea．u．of tbe　Census：　Higt6rical

　　sthtistics’pf　the　U．S．　colbnial　’times，　to．

　　1957．　Washingtoh，　D．C．，　，1961．・　p．　57．

　．㈲．．一般には1803年ボ不トγ㊧書籍出極販売業　　・
H一

　　考キ：t’ヒブ・ビンガム（Calqb．　Bingham）の．

　　寄贈に．より1コネチカ・．ト州ソT・レズドリr・

　　炉開設したド．ンかみ児童図書館，更tlg？7年め

　　マサチ些・ツ州レキシソトン．の児童図書
　　館，33年；ユ｝Aソプシャ＝州・tf　．一包ニボウ

　　’一の町立図書館のtr　“スが，ア！リカ．公共図

　　書館史の最初のページを飾る．ものとして知ら．

　　麗でヤ・る。詳しくは次を参罧されたいr．

　　　Shgra，　’Jesse　H．：’Foundations，of　the一

　　，public．　libtary；　the　origins　of，．　the　pub！ic

　　librar’y　movement　in　’New　England．　！629’

　　4－1855．　Hamden，．　Cpnn：，　Shoe　Stging’

　　Press，．1974　（c．　1949）　p．　158－v69．　．

　（16）　，　Wad．lin，　Horace’　G．　．：　，　The　Pttblic　’Library

　　of　lthe’　City　of　B6ston；　a　histo’ry．　Boston，

　　・1911　・．”p．　lry16．　”

　（17）同上書P・46・48・

　国・試みに名古屋市立図書館を挙げると，

　　　一　．　・　’　，　1964　1969　1974　1978

　　登録率．．　．．．0．5　3．4　8．910．2（％）

　　座員1．人当・り人口2．7　2，6　2．91．7（万人〉

　　〈図書館白書19SO（日本図書館協会）p．46．〉

　（1g）Wadlin，　op．　cit．～p二21．

　（20）．．．伺上書p．23～26．．

⑳・Emerson，．@Ralph．．　W、：Complet6諦orks，

　v：．10（Lec㌻ures　ahd　biogrgphi6al　sketches）

　、　Boston，　H．　Mi田in　Co．）’1911（c．1883＞p．

　330～35．

．圏Wheare，　K・C’．，「リ．ソカンーその生涯と思

　．．碧一」K．c．ホィーア著　小原敬士・本田創

　造訳岩波書店　1980（c．1957＞（岩波新書）

　、P．’1’82．

圏　pictionary　of．American　Biograph夕i　v．6：

　（New　Y6rk，1931）．P．223～26．

図．Wadlin，9P．　cit：，　PL　27僧2吊．

三一Rq『te孕・L『o・ed・：Religions　in　America’．

　，N・w．Y・rk・’　Sirp・h・nd・SCh・・t・・，1963・．P・

　．238（し39．

　　1880年センサス（C・mp・hdi・m，　pt．’．1，．　P．層

　2＆：．pt・．2・．P・14Q8）．によると・マサチヰζ

　ッツ州入口ll　783，　085人中，アイルランド人・

　を父母とする者1，030，葺2人で，実に58パー

　センドを占やる，，7イノセランド人ぽ’大部分が

　カトリック教徒で滴るから，19世紀後半旧来

　その隼重がそれ程大ぎく変動していないこと．

　カミわカ・．るol

圃．．“Rrpgt・．6f・h・T・9・tee・，　．of・h・P・bli・’．

　Library．of　the．．City’of　Boston．　July，．1852．

　（24pl）”Sb・t…’P・cit・・P・267ん90蛭辛・

　収録。、

　　W斧dl幅，op．’　cit．1　p．32～39，「tlc　O．ま後半部

　・分（p．15～24）を引用。

．鋤、，公共図書館の無料制度と公開制度について

　は，．次の論文が詳しい。小倉親雄「パ．ブリッ．

　ク．・ライブラリーの思想とわが国の公共図書．

　館」’図書館学会年報12（1）1965，，p．1～21．

eS）H・ゆ・・n・・、・N・th・nie1・Th・．　cent・・y

　edition　of　the　works，　v．8（The　American．

　notebooks）．［Columbus，　OhioコOhio　Stat6．
　コ
　Univ．　Press，．1972（c．1932）．　p．．489～91．な

　おフォルサム館長が目録作業た力乙ド．システ

　’ムを．導入し，ジュエット・ボストン公共図書．

　．館長（1858～68）が完成した，と言われてい

　る．（H・t・i・・M・H，・lg腰lg6．C・th・．J・wrtt

　and　Ameridan．　librarianship，1841～1868．

鴨島玲・L’坤岬’血’t融l

t19）　Shera，　op．．　cit．，　p．207．’．

．圃Ti・hpQ・・G…g・・．Lif・・1・tt6rs・and

　．jou1nals．　Bos㌻on，1909．．　v．’1，　P．37i（She士a，1
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　’6P．　cit，，　P．207所収）’．

　（31）　Shera，　op．　cit．，　p．　226t“一28，

　（32）　DictionarY　of　．’Americari　BiographY，　’　v．

　’18　（1936）　p：　524ty25．

（33］　．　Wright，’　Lyle　H．　：　A　statistical　survey　6f

　　Am，erigan　fiction，　1774ev1850．　Huntington

　　Library　Quarterly，　v．　2）’　（1939）　p．　309

．　（Shera，　qp．1ciちp．・121所収）．、

：（34）　Wadlin，　op．　cit．，　p．　30．　”

（35）　Harris，　Michael　H．，　op．．cit．

（36）’　Cutle’r，　Wayne　＆，　M．H．　，　Harris：，　Justin　’

・Winsor；scholar－librariとn．　Littleton，　Colo．，幽

　Libraries（〕rnli皿ited，　Inc．，1980．196p．

圃Wadlin，　op．　cit．，　p．65．

　　　　　　　　　　　幽　Utley，　George　B．：The　Libraria’ns’Con－

　fere耳ce　of　1853；a’、　chapter　in　American

　library　history．　Chicago，　ALA；’195n89p．

　　また‘Green，　Sa魚uel　S．：The　public

　library　movemgnt　in　the：United　Stat6s

　1853～1893．（BostOn，1913336p．）も詳しい。，

　（なかばやし・たかあき

　　　　　　　　　ア』ジア・アフリカ課＞1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もllMl［t川lll］lnllltlllllttllNll］ll］IHI［IIINtUtllllll［1］INai］llll匡Llltlllllt［糊lllllllIllllllllll脚lllllllllIllllllllNIIIItllllilIllEl］］llllTTIttlllMlllllllii［llll：N”ll匡Illlll悶mtllIIEIIII“］EMUIII］II］tHtlMll：Mt量1闘Mlil］llllm［llUiltll11　”

・〈48ぺ「ジより続◇　・．

　弱視者のための大活字本は，数多ぐ出版

されている。ことでは約7万冊所蔵し，

その一部が閲覧室に備付嫡られている6大

活字本といっても，現在では本の形態は

．一
高￥曹ﾆ変らず，携帯にも便利なものセと改

善されている。閲覧室にはWorld　Book
Encyblopedia． i全30巻），1 辜買Vントンのメ

トロガイドなどの大活字本が書架を飾り，・

催物案内が点字で壁面に掲示されている。

こ．ごはまた利用者の談話め場ともなってお

り，ボランティアが直接障害者と接触し，・

さまざまな問題が話し合われている。そし「

て毎年4月「オープンハウス」が開催さ

れ，障害者等360人が招待される。出席者1

の半数は視覚障害者で，新しい機器の使い

；方，図書館に対する要望のほか，視覚障寄

者の作6た作品の合評，さらには家庭用品

の使い方に至るまで話し合われ，利用者相・

互，ボランティア，図書館員の交流の場と

なっている。一また，ボランティアの表彰な・

どもここで行なおれている。

　図書館を辞して地下鉄の入口まで来たと「

き，身障者用メトロェレ歳一ターがあみた

のが今でも強く印象に残っている。（視覚

障害者図書館サー一，　e“ス協力室’北川和彦）
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